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Han Masayuki（55期）
韓 　 雅 之

委員長

今年は、
友新会120周年！

退任のご挨拶

平成31年（新元号元年！）度の組織活性化委員会の

委員長を務めます、韓雅之（はんまさゆき）です。

委員長就任にあたって、改めて当委員会のこれまで

の歩みを振りかえってみたのですが、歴代の委員の先

生方の苦労がよくわかりました。

機構改革を経て平成24年度に新たに発足した当委

員会ですが、発足当時の3つの使命（①人事情報の管

理、②財務の管理、③総会の運営）のうち、①と②は、

歴代の委員会が提出された答申書や意見書でほぼ一段

落しています。

残る③総会の運営、すなわち、定例化している、総

会での新人紹介コーナーの運営、及び、秋季臨時総会

企画ないし秋季イベントの運営が、当委員会の目下の

役割となります。

う～ん、役割が地味！？

歴代の委員長も、この点で苦労されてきたようで、

「組織を活性化する」＝「楽しい企画を行う」という独

自？解釈のもと、発足年度の岩佐委員長時代から、委

員会対抗の「ボウリング大会」、「ゴルフ大会」、ついに

は「じゃんけん大会」を開催していた記録に接したとき

は、思わず笑ってしまいました。その延長なのでしょ

う、その後もほぼ毎年、「ハイキング企画」が開催され

ています。

歴代委員会の創意工夫を知るにつけ、本年度はどう

しようか思案していましたが、今年は、友新会120

周年記念の年。組織活性化委員会が発足してはじめ

て、周年を迎えることになります。周年行事と当委員

会のかかわりが、本年度の大きなテーマになるでしょ

う。

頼りになる副委員長の先生方の助力を得ながら、友

新会を盛り上げていきたいと思っております。

1年間、よろしくお願い申し上げます。

今年度の副委員長の先生方、当委員会を担当した執
行部の先生のご協力により、今年度の任期を無事に終
えることが出来ました。誠にありがとうございます。
さて、最後の挨拶に何をお伝えしようかと考えたと
き、私の拙い挨拶よりも、この原稿を読んでいただい
ている方を活性化させ、役に立つものがあることに思
い至りました。
それは、今年度の秋のイベントにおいて、参加者の
先生にアンケートを実施した際に教えていただいた
「座右の銘」です。その回答には、大先輩から若手ま
で、様々な立場の弁護士の、その方にとっての知恵や
矜持が詰っています。
そこで、今年度の組織活性化委員会の最後の報告と
して、紙幅の許す限り、座右の銘を伝えることで、最
後のご挨拶とさせていただきます。
・虎穴に入らずんば虎児を得ず
・努力して得たものを人民社会のために活かす
・一点突破、全面展開　　着眼大局、着手小局
　離見の見
・動機善なりや、私心なかりしか
　幾たびか辛酸を歴て、志始て堅し
・法曹をつづける条件は「情熱」
・芸術とはしかるべき物をしかるべきところに置く
ことである

・A	stich	in	time	saves	nine.（今日の一針、明
日の十針）

・人間万事塞翁が馬
・継続は力なり
・”Le	plus	 important	est	 invisible”（大切なも
のは目に見えない　『星の王子様』より）

・天のまさに大任をこの人に降さんとするや、必ず
先ずその心志を苦しめ、その筋骨を労し、その体
膚を餓えしめ、その身を空乏にし、行うことその
為さんとする所に払乱せしむ（孟子）
・臨機応変
・笑う門には福来たる
・①諦めないこと　②①を忘れないこと（海外ドラ
マ「SUITS」から）

・和を以て貴しとなす
・明日は明日の風が吹く
・為せば成る
・石の上にも三年
次年度の会員の皆様の益々のご発展、および次年度
委員長の韓雅之先生のご活躍を祈念いたします。

Koyama Yuuko（51期）
小 山 優 子

委員長
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